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ロニダーゼ (0.25 mg/ml) を含むハンクズ液中で3TC， 60分間の処置を行った。ナイロンメッシュを用いて漉過した
後， 1000 rpm , 5 分間遠心分離し，得られた沈澄を0.1%牛血清アルブミン含有ハンクス液で洗浄後，タンパク濃度が
45'"'-'80 mg/ml になるように同液で懸濁して実験に使用した。
(2) 耳下腺腺房細胞からのアミラーゼ分泌の測定
細胞懸濁液 1 ml に薬物を添加し ， 3TCで30分間インキユベーションを行い，フィルター (Millex ， Mi1l ipore) 穂、過
により細胞を除去しアミラーゼ分泌反応を停止した。漉液中のアミラーゼ活性をアミラーゼB テスト(和光純薬)を
用いて測定した。アミラーゼ、の分泌量はコントロール(薬物無処置)の値を 100 として%で表示した。
(3) 耳下腺腺房細胞のタンパク ω リン酸化
耳下腺)j泉房細胞を黄色ブドウ球菌の産生する α 毒素による処置により低分子物質に透過性にした後， [γ32PJATP 






て50%の分泌量の増加がみられた。非選択的なカリウムチャネルブロッカーのテトラエチルアンモニウム (TEA) , Kca 
チャネルプロッカーのアパミンおよびカリプドトキシンによりアミラーゼ分泌の促進がみられた。一方， ATP 依存性
カリウムチャネルプロッカーであるグリベンクラミドは効果を示さなかった。
(2) アミラーゼ、分泌に対する TEA およびカリウムイオノフォアの効果
イソプロテレノールは濃度依存的 (10~7 M ~ 10~5 M) に耳下腺腺房細胞からのアミラーゼの分泌を促進し， 1O~5 M 



















において， Kca チャネルの開口による分泌の抑制， Kca チャネルの遮断による分泌の促進という調節機構の存在するこ
とが明らかになった。イソプロテレノールと TEA によりアミラーゼ分泌の促進と並行して57 kDa タンパクのリン酸







ネルの開口による分泌の抑制と，逆に同チャネルの遮断による分泌の促進という調節機構が存在すること， 2) 57 
kDa タンパクのリン酸化が耳下腺腺房細胞からのアミラーゼ分泌に関与していること，およびリン酸化・脱リン酸化
の過程が耳下腺腺房細胞からのアミラーゼ分泌において重要な役割を果たしていることが明らかとなった。
本論文は，アミラーゼの耳下腺からの分泌機構を解明する上で，重要かつ新たな知見を示したものであり，博士(歯
学)の学位に値す:るものと認める。
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